
特定非営利活動法人  アジアキリスト教教育基金

アジアの開発
途上国に関す
る普及、啓発
事業 

通年      ｵﾝﾗｲﾝ 

通年    日本各地 

10人

9人

１ 事業の計画 

認定 NPO の２期目が始まり、広く一般市民の理解と支援が拡大できるように、国内での事業への注力 が

求められる年となります。国際協力への理解、参加を促進する事業として、スタディツアーの再開や中

学生・高校生向けの SDGs に関するセミナーや探求プログラム、尊厳ワークショップの開催など、おと

なも子ども・若者も共に学ぶ場を創出していきます。一方で、３０年間バングラデシュのパートナー団体

である BDP との共働を継続してきた、バングラデシュの初等教育支援、職業訓練校支援については、

BDP の自立を促進する方向で、支援の在り方を再考し BDP と中期計画を策定して変革を行っていきま

す。その一環でもある、BDP が実施するマイクロファイナンスのパイロット事業への助成金を活用した

協力の最終年にあたり、今後のBDP独自での本格事業実施の可否についても共に検討します。 

２ 事業の計画に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 （事業費の総費用 35,615 千円） 

従事
者人

受益
対象者
範囲 

受益
対象者
人数 

実 施
日時 

通年 

実 施
場所 

事業費
（千円） 事業名 事業内容 

数 
バングラデシュの初等教 バングラ デシュ

各167人 地 
 

2 0 , 3 0 0  アジアの開発

育支援 途上国
への教育支援

事業 
職業訓練校支援

ﾏｲｸﾛﾌｧｲﾅﾝｽ支援 

通年     3地区 

通年　 バングラ
　　　　デシュ
　　　　　各地 
　　　バングラ
　　　　デシュ
　　　　　各地 
 1回 　バングラ
　　　　デシュ

　    各地

7人 

 
21人 
　

5人 

4 , 8 0 0  

1 , 2 0 0  

教師研修実施 
通年 

 

6 0 0  

16人 6 0 0  

5人  2回 1 , 2 0 0  

国際協力へ
の理解、参
加を  促進す
るため  の事
業 

 

日本各地
オンライ
ン 

6 , 0 0 0  
9人 

中学校進学奨学金給付

スタディツアー

アジアの開発途上国に関
する国際協力の理解につ
いての講演会、セミナ
ー、
シンポジウムなどの開催
事業

メールニュースの発行
SNSでの情報発信 

バングラデシュで作られ
た手工芸品の紹介、提供 

小学校43　 約4,000
校の在籍者

職業訓練生 

ﾏｲｸﾛﾌｧｲﾅﾝ ｽ
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ﾒ ﾝﾊﾞｰ

BDP教師 

人

51人

1,956人

10人

小学校の卒
業⽣・中学
校進学⽣徒

80人

 学生・⼀般 20人

 国内の一般
市民 
セミナー・    3,800人
 勉強会参加
者 

会員・寄附    3,000人
 者一般市民 

以上 
国内一般市
民バザー参
加者 

—  

2 4 0

6 7 5
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3,785,000   常勤（事務局長・事務局員）
1,560,000   パート2名

2022年度予算書
特定非営利活動法人アジアキリスト教教育基金 （単位：円）

2022年度予算 備考（予算案）

1 　 【経常収益】
2 　 【受取会費】
3 　 社員会員受取会費
4 　 ⼀般会員受取会費
5 　 【受取寄附金】
6　  受取寄附金
7 　　丹羽メモリアル/遺贈寄付 
8 　 事業寄附・ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
9 　 創立30周年記念募金
10 　 校舎建設・改修寄附 
11　 【受取助成金等】 
12 　  受取助成金 
13    【事業収益】
14 　  理解参加促進事業
15 　  普及啓発事業
16 　 【その他収益】
17　   受取　利息
18 　  為替差益 
19 　  雑　収 益

6,675,000
525,000  7500円x70口

6,150,000  個人660x7,500円、団体24x50,000円

21,700,000
18,200,000  x90%がBDP送金

500,000  メモリアル／遺贈寄付の働きかけ

2,500,000  クラウドファンディング2回

0
500,000   校舎改築呼びかけ

7,000,000
7,000,000  継続300万＋新規200万円+ｳｪｽﾚｰ

2,400,000
1,300,000  ST(10万x10名）、講師派遣(30万）
1,100,000  バザー売上・グリーティングカード

120,000

0
0

120,000  古本募金等
20 経常収益 計 37,895,000

21 【経常費用】
22 【事業費】
23 （人件費）

24
25
26
27
28
29 

給料　⼿当(事業)
アルバイト給料(事業)
退職給付費用(事業) 通 
勤 費(事業)
法定福利費(事業)

343,000  2名分
40,000  2名分

987,000  2名分

人件費計 6,715,000
30    　（その他経費）

31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 

売上　原価

資金協力（BDP送金）
研修費　（BDP招聘/現地研修）
研修費　（ACEF職員研修）
BDP指定寄附送金
業務委託費（助成金事業）

バザー経費

印刷製本費(事業)
会　議　費(事業)
スタディツアー費

旅費交通費(事業)
通信運搬費(事業)
消耗品　費(事業)
事務所家賃(事業)
賃借料(事業)
雑費

500,000　実績ベース

16,380,000　130000USD x 126円（寄付x90%）

260,000　1名招聘（ARI研修渡航費）

55,000　職員研修、ハラスメント研修

2,800,000　(メモリアル＋クラファン＋校舎)*80％
4,500,000　助成金事業(含,現地協⼒者85万円）

60,000　実績ベース

200,000　実績ベース-AC発⾏

50,000　セミナー会場費+謝金

800,000　現地支出+引率
500,000　バングラデシュ出張2回
650,000　実績（Webメンテナンス込み）
400,000　ICT機材購入等

1,237,236　￥103,103/⽉

6,000　地下倉庫
1,764

諸　会　費(事業) 70,000 　JANIC、DEAR

支払手数料(事業)
為替差損

減価償却費(事業)

430,000　金融機関⼿数料・ソフトウェア

0

28,900,000
35,615,000

その他経費計

事業費 計

53 　　【管理費】
54 　 （人件費）

55
56
57
58
59
60 

給料　⼿当

退職給付費用

通　勤 費

法定福利費(管理)
福利厚⽣費

3,785,000　常勤（事務局長・事務局員）

343,000　2名分
40,000　2名分

12,500　社会保険協会会費・健診

人件費計 4,180,500
61 　 （その他経費）

62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 

会　議 費

旅費交通費

消耗品 費

事務所家賃

諸 会 費

30,000　総会＋会員の集い、理事会/評議員会

4,000　実績

10,000

360,000　￥30,000/⽉

50,000　クレジットカード,⽇バ協会
慶　弔　費 5,000

リース　料

租税 公課

支払⼿数料

支払報酬料

管理諸費

620,000　印刷機リース切れ

1,500
3,000　ソフト使⽤

0

16,000　税理⼠謝金

雑　 費 0

1,099,500
5,280,000

40,895,000
△ 3,000,000

その他経費計

管理費 計

経常費用 計

当期経常増減額

78 　　【経常外収益】
79 　　経常外収益 計
80 　　【経常外費用】
81 　 経常外費⽤ 計 0
82
83
84
85
86 

税引前当期正味財産増減額

経理区分振替額

△ 3,000,000
0

△ 3,000,000当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額
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